Corporate Groups in Prewar Japan by 下谷, 政弘
Title新興コンツェルンと企業グループ
Author(s)下谷, 政弘










新興コンツェノレンと企業グノレープ・・・・ ・ 下谷政 弘 1 
19世紀末イギリスにおける
高齢者の労働と生活……・・・…・・・・・・・・武 田 宏 30 
戦後フランスの「固有化J政策をめぐる
一考察・・H ・H ・・・・ ・ ・・・・・・・ ・ -北 島 健一 49 
インプレーションによる
























































1) 大塩武「日童コンツ zルンの企業配崖JI経済研究』第70号， 1984年， 63-4頁。なお，引用文
中の傍点は引用者。以下司然。
2) 宇凹1勝『新興財閤Jl1984主 12買。
























































ど)0 (J:るほど彼らは30年代に現われた。 しかし， 彼らを旧財閥と比較するた
めには，その前提条件として 新興コ γ ツェノレγ をいわゆる「財閥」範鴎の内
7) 宇田川，前掲『新興財閥~ B頁。
8) 高橋青山，前掲『日本財開請Jl183瓦一


























10) 前掲η 『日本ョ γツ己ルン全書』が1937年からシり←ズで出版され始めたこと，あるいは樋口
弘「日本財閥論〈上)(下)~ (1940年〉が当時D数多くの「コンツュルン」の畳場に分析の焦点を
当てたことを想起せよ。































































































三菱鉱業セメユト 10C社|三井鉱 山 84社 住友金属鉱山 田社
三菱肩柚 19 1:三井金属鉱業 74 住友石炭鉱業 2日
三菱金属 31 日本製鋼所 2R 住友金属工業日6
三菱製鋼 14 小野田セメント 145 住友軽金属 37
三菱重工業
三菱化工機


















三機 T 業 1 9 
三井造船 1 41 




三井建設 1 14 
日本製粉 1 26 
東レ|出
王子製紙 58
三菱レイヨン I 50 三 越 1 36 
三 菱 製 五民 1 31 大阪商船三井船舶|出
日本郵詩的 1口7 弓井物産 1474


















































































































21) A. D. Chandler. Jr. Strategy and Structure， 1962，三菱経済研究所訳『経営戦略と組織』
1967年。その他，チャンドラーの最近のも白として，岡本秀昭下)1浩一訳「腔営者企業の成長


























格たる日産コ γ ツェノレ γを掲げなかコた理由については後述〉。日窒が漸進的




年 新規子会社数l当年子会社数 新規子会社数|当年子会社数 当年子会社数
1923 1 1 O 。
24 O 。 。 O 
25 。 。 l 1 
26 3 4 。 l 
27 : 1 5 O 1 。
28 l 6 O 1 O 
29 2 8 O 1 。
30 3 10 O 1 O 
31 1 11 。 1 。
32 1 12 。 1 1 
33 1 11 1 2 2 
34 3 14 O 2 3 


















































































27) 野村証君主株弐会社『理研コンツェルン株式年鑑~ 1938年， 2頁。




















































































33)34)35)36) 間前，各， 357ョ 361，362， 359頁。
20 (202) 第137巷第2号

























どは何れも数10甲子会社をもっ犬コンツ z ルンなのであるn それほどでなくとも，一寸とした大
会社ならば10や20の支配会社をもってゐるものがさるいム岩井良太郎「事変で伸びた小型コンツ
ェルンJ，科学主義工業Jl1938年7月号， 166頁。





















































































































41) 以下は! 日立製作所 r日立製作所史(1)(2)Jl1960年のほか』吉田芳明「戦前における巨大電機企
業の確立(1)(2IJI経済論叢』第126巻第5. 6号， 198C年，第127巻第 4. 5号， 1981年，野村総




共 成 工 業
良 鋼 社
日本エレベーター製造
日 立 瓦 主『
大 阪鉄工所








日 立 土 地







19包9 25 100 
33 10 100 
35 50 77 
36 25 60 
36 3，000 100 〈子会社〉原田造船，向島船渠
37 500 100 
37 100 72 
37 25 54 
37 10 75 
37 50 100 四年巨日本臨機
38 3，600 92 一一一 目立兵器
38 1，000 100 日本工機
39 500 78 
39 50 100 
39 100 100 
40 100 50 
40 3，000 50 
40 15 100 










こそは，通常，これら「新興コ Y ツェル YJ の代表のように扱われてきたので
42) 吉田，前掲論文(2)，103頁。
新興コンツェルンと企業グルー プ (207) 25 
ある。と泊、ると， 日産コソツェノレふ/も企業グノレ プであれば，その傘下の日立
製作所(グループ〉も企業グノレーフであるということになってしまう。
















































































新興コンツヱルンと企業グル プ (209) 27 
とも重要である。つまり，同図に見るように， 日産コソツェノレンは傘下に複数
の「企業グループ」を擁する「企業集団」としての組織構造をもっていたので
ある。 し古、も， 氏はさらに次のようにも言っていた。 I久原、・鮎川家の事業は
もち論のこと，東京藤田・貝島家の事業にしても漸次日産コンツェノレンの中に























内にも求められよう。 し古>L-， さらに言えば， 先に私は従来の「新興ロンツェ
47) 宇田川，前掲「日産酎調形成過程の経営史的考察J.31頁。
48) 宇田)1勝「日産財闘の水産部門形成過程〔下)JW経営志林』第11巻第i号， 1974年， 64-5頁。
「これらの血族的資本こそ日産コンツ z ルンの資本的中核をなすものであり，これを基礎にすれ
ばこそ公開 分離買収譲渡の鮎川工作も断じてその支配躍を犯される所なく行ひ得たのであ




























人「資本苔fi~t討は閥」大石晶一山崎~ [j' 1'木清出主義史十泊 1985年， 2441ro 
50) 止il.!~uRl~ r第一次大戦則正一化学工業化とく新興〉財|閣の資金調達機!~j f経済志枠』第42巻第
3 ~~\ 1974of， 1l7}."t. 











前述のように， 日窒・日曹コ Y ツェノレンなどは，純粋持株会社を頂点、とする
日産コンツェノレンとは異なって，事業兼営持株会社たる親会社を中核にそれと
密接な事業的関連性をもっ子会社とによる有機的な事業構造体として，つまり
現代につらなる企業Fノレ プの先駆的形態として登場してきたのである。そし
て，彼らも含めて大企業の企業グループ化は初年代目本資本主義に見出せる一
つの新しい流れであった。それは独立系の新興企業に限らず旧財閥傘下の大企
業においても見られるようになった現象である。したがって，先に見た目立製
作所の場合も，当時の旧財閥傘下の大企業がそれぞれ自らを中核とする企業ク
ノレープを形成していったのと同じように， cl産財闘の傘下において企業グルー
プを形成しはじめたりである。
